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概要

VRはゲームや映画、実験のシュミレーション、観光分野などで使用されており、特に注目したいのが観光分

野における VRの事例であり、VRを観光分野で活用することに様々な利点が存在する。しかし、その VRを

作る際にはプログラミングの知識が必要となってくるため、いまだに VRの作成はまだまだ敷居が高いものと

なっており、一般の方が観光分野で VRを活用することは難しいのが現状である。この問題を解決するため、

プログラミングの知識がない人でも VRを作成することのできる観光分野での使用に特化した VR作成補助シ

ステムを提案する。

1 背景

VRという技術は様々なデータを活用して、ある地

点を再現した映像や画像を作成し、それらを目で見た

人にあたかも実際にその場に居るかのような体験をさ

せることを可能とするものである。VRはゲームや映

画、実験のシュミレーション、観光分野などで使用さ

れており、特に注目したいのが観光分野におけるVR

の事例である。VR体験で観光地の魅力を最大限にア

ピールできることや、オンライン VR旅行なら外出

しなくても自宅で旅行気分が味わえるといったよう

に、VRを観光分野で活用することに様々な利点が存

在する [?]。しかし、その VRを作る際にはプログラ

ミングの知識が必要となってくるため、いまだにVR

の作成はまだまだ敷居が高いものとなっており、一般

の方が観光分野で VRを活用することは難しいのが

現状である。この問題を解決するため、プログラミン

グの知識がない人でも VRを作成することのできる

観光分野での使用に特化した VR作成補助システム

を提案する。プログラミングの知識を必要としない

WebVR作成システムを構築することによって、誰で

も簡単に地域の景色や観光スポット、文化財といった

ものをWebVRとして全国に発信することが可能に

なり、地域の魅力を伝えることにに繋がり、地域活性

化の一因となるのではないかと考えた。

2 目的

本研究では誰でも簡単にWebVRを作れるように

することを目的としたWebVR作成補助システムを

構築し、利用者の観光意欲の促進を行うことで、地域

の観光客の増加による、地域活性化を目標とする。

3 関連研究

3.1 VR観光システムを作成し、没入感の
ある仮想観光目的とした事例

物部寛太郎、鈴木孝浩らの研究では、近年 360度

カメラでパノラマ画像を気軽に撮影できる環境が整

いつつあるが、撮影した画像を閲覧できるシステム

はあまり多くないというものと、新型コロナウィル

スの影響により観光に行くことが困難になっており、

自宅にいながら観光地を体験できるシステムの需要

が高まっているという２つの課題を解決するために、

Googleストリートビューとパノラマ写真を組み合わ

せた没入感のある仮想観光が可能で、訪問意欲向上を

促すシステムの開発を行っている。こちらのシステム

は Google Maps JavaScript Api と A-frameを利用

し、HTMLで表示することを可能にしている [?]。



3.2 VRを用いて魅力の再発見や再認知を
目的とした事例

村本卓らの研究では、ユーザが SNSにアップロー

ドした写真や動画、テキストデータから、パノラマ写

真や 360度映像を抽出し、地図上で場所を可視化し

「VR映え」観光スポットを発見することを目的とし

た事例である。さらに、発見した観光スポットのVR

コンテンツを制作し、配信するシステムを構築してい

る [?]。

4 先行研究を踏まえたシステム提案

• VRを操作する際に人によってはどう操作して

よいかわかりづらいという意見が見受けられた。

VR画面のわかりやすさや操作のしやすさといっ

たものは必要であり、追求するべきであると感

じた。

• システムを長時間利用していると処理が重くなっ
てしまうという意見があり、必要な機能の取捨

選択などによって、できる限りの軽量化を目指

し性能の低い機器でも利用できるシステムを目

指す。

5 システムの概要

WebVR をプログラミングを使わずマウスやキー

ボードの簡単な入力のみで作成できるようにし、作成

したWebVRを投稿するページを作り、誰でも簡単

に確認ができるようにする。

5.1 WebVR作成システムの構築

利用者が用意している 360度写真をWebVRの背景

とするために、HTMLでファイルデータの送信フォー

ムを作成する。そのフォームから送られた画像をテ

キストデータへと変換し、img 要素に利用すること

で、画像をサーバーに投稿するなどの手法を取る必要

がなくなる。A-frameを利用しているため、WebVR

を作成するソースコードは全てHTMLに書き込まれ

るものである。そのため、オブジェクトの追加など

は全て innerHTML を活用することで実装すること

ができる。利用者にわかりやすいデザインで、オブ

ジェクトを追加するボタンや入力フォームを実装し、

そのフォームなどから入力されたデータを取得して

innerHTMLで書き換えることで、利用者はマウスや

キーボードの操作のみで、WebVRを自由に作成する

ことができる。

5.2 作成したWebVRを投稿することの
できるページの構築

作成したWebVRはHTMLであるため、innerHTML

で書き換えたソースコードをそのまま新たなWebペー

ジとして増やしていくものとする。新たに作られた

Webページとして保存し、URLをリンクで貼り付け

ることによってWebVRを誰でも確認する事ができ

るようにする。

6 今後の展望

WebVRを作成するページの基盤は作ることが出来

た。しかし、いまだ機能は不足しており、投稿する

ための方法は確立できていない。WebVRを作成する

ページの機能の充実や作成したページをHTMLとし

て取得する機能の実装を進め、システムとしての完成

度を高めていくことを目指す。
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